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1 0 一 宣 故 























@ 志 才 と は 人 早生 SR6SReetesroee tt 本 0 
の 言及 に 、 碑 い を 立て た 物事 を 強調 する こと で す 。 
人 @ 成立 する 宣 故 





正 し い 形 で 成立 し 、 か つ 誓 っ た 内 容 の こと を 遂行 出来 な い 際 に は 財 罪 が 科 さ れる よう な 
宣 奪 と は 、 ア ッ ラ ー の 御名 、 ま た は その 美 名 、 あ る い は その 属性 に お いて 碑 っ た も の で す 。 
具体 例 と し て は 以下 の よう な 表現 が あり ます : 



























































「|。 (ワッ ラー ヒ )」 
「Ah (ビッ ラー ヒ )」 
「AG (タッ ラー ヒ )」( 以 上 アッ ラー に か け て ′ と か が か" アッ ラー に 誓っ て ” と か いう 意 





味 ) 











CO* (ワッ ラフ マー ニ )」( 最も 慈悲 忌 か き お 方 に 弧 っ つて" と いっ た 意味 ) 
「4 ぬ | ac 。( ワ ・ ア ザマ ティ ッ ラ ー ヒ )」( アッ ラー の 偉大 さ に 故 っ つて" と いっ た 意味 ) 
「G5 4 ふぅ ( ワ ・ ジ ャ ラー リヒ ・ ワ ・ イ ッ ザ ティ ヒ )」%( その 荘厳 さと 威光 に か け て " 
と いっ た 意味 ) 
「43x ふ うぅ ( ワ ・ ラ ブフ マテ ィ ヒ )」{( その ご 慈悲 に 大 っ て '" と いっ た 意味 ) 

















@ デッラ ジー 以外 の 何 か に 宮 誓 する こと の 法 的 位置 づけ : 











1 一 アッ ラー 以外 の 何 か に 宮 誓 する こと は 禁じ られ て お り 、 小 シル ク 1 と 見 な され ます 。 と 
いう の も 宣 は それ に お いて 匠 う も の の 偉大 視 を 意味 し ます が 、 真 に 偉大 視 す べき も の は 
アッ ラー し か いな いか ら で す 。 


































































































イブ ン ・ ウ ィ ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー 以 外 の も の に 碑 う 者 は 、 シ ルク を 犯 
す 者 で ある 。」( ア プー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ニー ティル ミズ イー の 伝承 2 





















































2 一 具体 例 と し て 、 以 下 の よ うな 宣誓 は 禁じ し られ た 宣 奪 の 形式 で す : 

































































「。 (ワン ナビ イ )」【 預言 者 に 碑 っ て " と いっ た 意味 ) 
「eRts。 ( ワ ・ ハ ヤー ティ カ ) 」( あな た の 人 生 に 誓っ て " と いっ た 意味 ) 





1 訳者 注 : 詳 し く は 「1 ユ 1 一 タウ ヒー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 シ ルク と シル ク の 種類 」 の 項 を 参照 の こと 。 
2 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3251) 、 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ イー (1535)。 文章 は 
アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 


翌 
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「4LyI。( ワ ・ ア ルニア マー ナ )」《 信託 に 垢 っ て " と いっ た 意味 ) 
「4xSl 。( ワ ・ ア ル テ カ アバ ) 」( カアバ 神殿 に 故 っ て "” と いっ た 意味 ) 
「suI。 ( ワ ・ ア ルテニア ー バ ーッ )」《 父祖 た ち に っ て " と いっ た 意味 ) 


















































ラー は 、 あ な た 方 が あな た 方 の 父祖 た ち に お いて 暫 う の を 禁じ られ た 。 ゆえ 
て 故 い た い 者 は 、 ア ッ ラ ー に お いて 響 う か 、 そ も な けれ ば 黙っ て いる の だ 。」 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 3 



























































預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 実 に 偉大 か つ 荘 厳 な アッ 





に 何 か に お い 
(アル テ ブ ハ 




















@ 吉 状 は 偉大 な 行い で す 。 ゆ え に 宣 奪 し た 内 容 は 遵守 し な けれ ば な ら ず 、 決 し て 軽視 し て 


















































を 練っ た り し て も な り ま せん 。 宣 奪 は イス ラー ム 法 上 、 重 要 な 物 
と が 許さ れ て いる の で す 。 





に お し 




















⑯ 宮 閉 の 種類 : 


宣 碑 に は 3 種類 あり ます : 








1 一 成立 する 定 故 : 前述 し た 通り 、 有 効 な 宣 維 で す 。 も し 奪っ た 内 容 を 遂行 
周 罪 が 科 さ れ ま す 。 


























は な り ま せん 。 ま た 宣 著 は 軽々 し く 行 う も の で は な く 、 そ の 規定 か ら 逃 れる た め に 策略 


\ て の み 行 う こ 


日 来 な けれ ば 、 


2 一 偽り の 宣 故 : これ は 既に 起こ っ て いる こと に 関し 、 そ うと 知り つつ 嘘 の 誓い を する こ 








と で 、 禁 じ ら れ て いま す 。 こ の よう な 行い は 人 の 権利 を 侵害 する か 、 あ る v 














\ は 放 埼 や 詐欺 


を 目的 と し て 用 いら れる も の で 、 大 罪 4《 の 内 の 1 つ に 数 えら れ ま す 。 ア ラビ ア 語 で は 「 ア ル 





ーー ヤ ミー ン ・ ア ル テ ガ ムー ス 」 つ まり " 沈下 の 宣 署 ' と いっ た 意味 の 言葉 で 表現 され 
が 、 そ れ は つま りこ の 種類 の 宣 奪 は それ を 行う 者 を 罪 の 中 に 、 次 いで 地獄 の 業火 の 奥 ( 
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7【T 





\ 





め 切 っ て し まう と いう 意味 合い が 含ま れ て いま す 。 尚 億 り の 宣 痺 に は 財 罪 は 科 さ れず 5、 成 

















立 も し ませ ん 。 た だ 早急 に 、 こ の よう な 罪 か ら 改 催す る 必要 が あり ます 。 




















3 一 空虚 な 定 署 : これ は 以下 の 例 に 示す よう に 、 富 碑 自 体 を 意図 せ すず に つ v 
し まっ た 類 の 宣 鶴 の こと で す : 




































































\ 品 を 滑ら せ て 
































「AjsY (ラー、 ワ ッ ラ ー ヒ )」{( いや 、 ア ッ ラ ー に 暫 っ て " と いっ た 意味 で 、 特 に 官 堆 を 








意図 せ すず に 言っ て し まう こと ) 

















3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2679) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1646)。 文 章 は ムスリム の も の 。 

4 訳者 注 :「 大 罪 (カビ ー ラ ) 」 と は 、 そ れ に 対し 現世 に お いて 刑罰 が 適用 され た り 、 あ る い は それ を 犯す 
こと で 来世 に お いて 地獄 を 向 告 され て いた り 、 ま た アッ ラー の ご 慈悲 か ら の 放 乏 や か れ の お 怒り を 招く こ 
と と され て いる も の で す 。 例 と し て は シル ク や 殺人 、 ズ ィ ナ ー ( 淫 ) や 魔法 、 リ バー (不法 商取引 ) 、 親 























不 孝 、 嘘 の 誓い な ど が あり ます 。 























> 訳者 注 : 4 大 法学 派 の 内 、 シ ャ ー フ ィ イ ー 派 の み が 億 り の 宣 奪 に 財 罪 が 科 さ れる と いう 見 解 を 取っ て い 


ます 。 一 方 残 り の 3 法学 派 は 、 周 罪 は 科 さ れ な いと し て いま す 。 
2 





「 放 | ぅ 。 必 (バラ ー、 ワ ッ ラ ー ヒ )」 そう だ 、 ア ッ ラ ー に 故 っ て " と いっ た 意味 で 、 特 に 
宣 故 を 意図 せ すず に 言っ て し まう こと ) 

「 っ KRI 序 。( ワ ッ ラ ー ヒ 、 ラ ・ タ アク ルン ナ )」*《 アッ ラー に 故 っ て 、 あ な た は 食べ る の 
だ '′ と いっ た 意味 で 、 誰 か に 何 か 食べ 物 を 勧め る た め に 思わ ず 言 っ て し まっ た 類 の も の ) 







































































王 山 








また 過去 に 発生 し た こと に つい て 、 自 分 が そう 信じ て いる と ころ の も の に 関し て 碑 っ た 
も の の 、 そ の 後に そう で は な いこ と が 判明 し た 場合 な ども 、 こ の 宣 奪 の 範 量 に 入っ て 来 ま 
すら 



























































この 種 の 宣 奪 も 有効 で は な く 、 財 罪 も 科 さ れ ま せん 。 ま た それ を 行っ た し まっ た 者 が 、 
その 行い を 答 め られ る こと も あり ませ ん 。 
































至高 の アッ ラー は 仰 ち られ ま し た : - アッ ラー は あな た 方 が 宣 碑 に お いて 、 う っ か り 口 を 
滑ら せ て し まっ た こと に 関し て お 符 め に な る こと は な い 。 し か し か れ は 、 あ な た 方 が ( き 
ちん と ) 成立 させ た 宣 奪 (の 不履行 ) に 関し て 、 あ な た 方 を お 答 め に な る の で ある 。 , ( ク 
ルケ つの 5:.89) 




















⑱ 「 デ アッ ラー に 故 っ て 。 私 は イン ・ シ ャ ー ア ッ ラ ー (アッ ラー が 思 し 如 し な ら ば )、 そ う 
は し な い 」 と いう 風 に 、 宣 誓 に お いて アッ ラー の ご 意志 に よる 別 の 可能 性 も ある こと を 
示唆 する な ら ば 、 例 え 碑 っ た 内 容 の 通り に し な く て も 宣 故 の 破棄 と は な り ま せん 。 
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⑯ アデ アッ ラー 以外 の 何 か に 宣 碑 する こと の 罪滅ぼし : 





1 ュー アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 宣 奪 の 際 に その 中 で :「 ア ッ テ ラ テー トム 
の 20 ウ クッ グー に にかけて) と 言 つ だ 者 は 、 |! ジー イジ シー パイ ッ ア ジッ ジー (アタ ラー の 
他 に 真 に 祭 拝 す べき も の は な し )」 と 唱え る よう に せよ (、 そ れ が その こと に お ける 岩 罪 で 
ある か ら )。 ま た 友人 に 「 賭 け 事 を し よう 」 な ど と 言っ て し まっ た 者 は 、 サ ダ カ (施し ) を 
せよ (、 そ れ が その こと に お ける 財 罪 で や る か ら )。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝 
承 7 













































































2 フー サ デ ド * ャ デジ ンジ ・ ア ビー ワッ カー シス (人 彼 に デッラ テー の ご 滴 蛋 あれ) に よれ ば 、 彼 が 「 デ 
ッ デ ラー トム と アル ニテ ウッ ザー8 に か け て 」 と 言っ て し まっ た 時 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 に 言い まし た :1! ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー フ ・ ワ フ ダ フ ( ア 
ッ ラ ー お 1 人 の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し )*" と 、3 回 唱え を よ 。 そ し て あな た の 左側 に 













































































6 訳者 注 :「 ア ッ ニ ラー ト 」 も 「 ア ル テ ウ ッ ザ ー」 も マッ カ の 多神教 徒 が 崇 拝 し て いた 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 
神 の 名 称 で す 。 
7 
8 

















サ ヒ ー フ ・ ア ル テ プ ハー リー (4860) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1647。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
訳者 注 ・「 ア ッ テ ニラ ー ト 」 も 「 ア ル テ ウ ッ ザ ー」 も マッ カ の 多神教 徒 が 崇拝 し て いた 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 
の 名 称 で す 。 












































3 





3 回 貴 を 吹き 、 ア ッ ラ ー に シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を を う の だ 。 そ し て 2 度 と その よう な 
こと を 言う の で は な い 。」( ア フ マ ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 9 





@ 宮 痺 に 関す る 法規 定 : 


宣 故 に は 5 つの 規定 が あり ます : 





1 一 義務 の 宣 礁 : 生命 を 保証 され て いる 人 間 を 破滅 か ら 救 うた め 



































の 家 材 の こと で す 。 


























2 推奨 され る 宣誓 : 人 々 の 間 を 調停 する た め に 用 いる 宮 誓 な どの こと で す 。 
















































































3 合法 な 宣 奪 : 何ら か の 合法 な 行為 や その 放棄 、 あ る い は 何ら か の 物事 を 強調 する 際 の 





宣 碑 の こと で す 。 





























4 一 忌避 すべ き 富 碑 : 忌避 すべ き 物 事 の 遂行 や 、 推 奨 され る 物 









































た 売買 行為 の 際 の 宜 著 も 、 忌 避 さ れ ま す 。 





























5 一 禁じ られ た 富 紗 : 故意 に 嘘 の 官 署 を する こと や 、 禁 じ し ら れ た 


















































放棄 に お ける 宣 響 の こと で す 。 




















@⑯ 吉 痺 し た 内 容 の 不履行 に 関し て : 





























っ た 場合 が そう で す 。 こ の よう な 場合 は よ 















































の 放棄 に お ける 宣 莉 。 





Qr( 




















宣 奪 し た 内 容 の 不履行 の 方 が 望ま し いよ うな こと で あれ ば 、 む し ろ そ の 不履行 の 方 が ス 
ン ナ 10 と な り ま す 。 例え ば 忌避 すべ き 物 事 の 遂行 や 、 捧 





E 撰 され る 物事 の 放棄 な ど に 関し て 奪 














り よ い 選 択 - つ 3 





E り 宣 響 の 不履行 - を し 、 そ の 

















購 罪 を 行い ます 。 これ は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 次 の 言葉 に よっ 
て いま す :「 何 か に つい て 宣 署 し 、 そ し て ( 宣 響 し た 内 容 と は ) 別 の こと の 方 が よい と 判断 
し た 場合 は 、 そ う せ よ 。 そ し て その 定 約 の (不履行 の ) 周 罪 を する の だ 。」( ム スリ ム の 伝 


















































承 ) 


@ 親戚 と の 関係 断絶 な どの 義務 行為 の 放棄 や 、 飲酒 な ど 禁 じ ら れ た 物事 の 遂行 に 関す る 宣 
奪 に 関し て は 、 そ れ を 取り 消し 、 財 罪 する こと が 義務 と な り ま 













































































⑯ また 合法 な 物事 の 遂行 や 放棄 に 関す る 宣 共 に 関し て は 、 そ れ を 取り 消す こと も 


























で す 。 こ の 場合 も 馬 罪 が 科 さ れ ま す 。 



































する 
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9 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (1622) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2097)。 文章 は アフ マ ド の も 




















の 。 ア ル テ ア ルナ ウー ト は 、 こ の 伝承 の 経路 が 真 1 











E で ある と 判断 し て いま す 。 








10 訳者 注 : 預言 者 ヘ へ ハ ンマ ド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た ヨ 
可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏 細 す る べき で ある と され て いま す 。 


11 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1650)。 


4 


F 法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 





@ 電装 の 不履行 に 関す る 購 罪 が 科 さ れる 条件 : 


宮 維 の 不履行 に 関す る 購 罪 が 科 さ れる 条件 は 以下 の 通り で す : 








1 一 例え ば 「 何 某 の 家 に は 入ら な い 」 と いっ た こと の よう に 、 宣 故 の 内 容 が 未来 に お いて 
実現 可能 で か つ 正 し く 成 立 し た も の で あり 、 また 責任 能力 の ある 者 1 に よっ て 玖 わ れ て いる 
2 






































2 一 自ら の 選択 で 維 っ て いる こと 。 強 制 さ れ て 匠 っ た 場合 、 そ も そ も 宣 玲 は 成立 し ませ ん 。 
























































3 一 宣誓 を 意図 し て 行っ て いる こと 。 会 話 の 中 で 「A。 ゞ (ラー、 ワ ッ ラ ー ヒ )」%( いや 、 
アッ ラー に 才 っ て ′" と いっ た 意味 ) と か 「 区 5 上 由 (バラ ー、 ワ ッ ラ ー ヒ )」《( そう だ 、 ア ッ 


ラー に 碑 っ て " と いっ た 意味 ) な ど と いう 使い 回 し を 宣 故 と 意図 せ ず に 口 に し て し まう こ 
と で は 、 宣 響 は 成立 し ませ ん 。 




































































































































































4 一 宮 奪 し た 内 容 の 不履行 : つま り 放 棄 す る と 誓っ た も の を 自ら の 選択 で 自覚 し つつ 行っ 
た り 、 あ る い は する と 響 っ た も の を 同様 の 形 で 放棄 し た りす る こと で す 。 


@ 宮寺 の 不履行 に 関す る 財 罪 の 形 : 


宣 堆 の 不履行 に 関す る 財 罪 は 、 以 下 の 物事 か ら 選 択 し て 行う よう に な り ま す : 











1 一 小麦 粉 や 米 や ナツ メ ヤ シ の 実 な ど 、 そ の 土地 の 食料 と 見 な され る も の を 10 人 の 貧者 
に 各々 半 サ ー ア 1 ずつ 施す こと 。 あ る い は 既に 調理 され て いる 食事 を 10 人 の 貧者 に 施す の 
で も 構い ませ ん 。 


























2 一 10 人 の 貧者 に 、 そ れ で も っ て サラ ー( 礼 拝 ) を 行う こと が 可能 な 衣服 を 分 配 す る こと 。 








3 ムスリム 奴隷 の 解放 。 











以上 の 3 つか ら 選 択 し て 周 罪 を 行い ます が 、 も し いずれ も 不可 能 で あれ ば 3 日 間 の サウ 
ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を し ます 。 サ ウム は あく まで 上 記 の 3 つが 遂行 不可 能 な 場合 に 
の み 、 代 奉 策 と し て 行う こと が 出来 ます 。 














Qr 
7【T 





@ 宮 痺 の 不履行 に 先立っ て 財 罪 を 行う こと : 














12 訳者 注 : つま り 正 常 な 理性 を 備え た 成人 で ある こと 。 
3 訳者 注 : サー ア は マデ ィ ー ナ の 計量 単位 の 1 つ で 、 果 実 や 種子 穀物 な ど に 用 いら れ ま す 。 半 サー 
ア ( 約 12kg99 は 2 ムッ ド に 相当 し ます 。 
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財 


は 宣 鶴 の 不履行 に 先立っ て 行う こと も 、 あ る い は 遅延 させ る こと も 可能 で す 。 前 者 
は 宣 奪 の 取り 消し 、 そ し て 後者 の 場合 は 宣 碑 の 不履行 ある い は 破棄 の 償い と な り ま 
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中 週 
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【o) 








至高 の アッ ラー は 、 宣 故 の 不履行 に 関す る 周 罪 を 明示 し て こう 仰 ら れ ま し た : - アッ ラ 
ー は あな た 方 が 宣 故 に お いて 、 う っ か り 口 を 滑ら ちら せ て し まっ た こと に 関し て お 答 め に な る 
こと は な い 。 し か し か れ は 、 あ な た 方 が (きち ん と ) 成立 させ た 宣 奪 (の 不履行 ) に 関し 
て 、 あ な た 方 を お 等 め に な る の で ある 。 そ し て その 贈 罪 は 、 あ な た 方 の 家族 に 食べ させ る 
よう な 平均 的 な も の で も っ て 、10 人 の 貧者 に 食物 を 施す こと 。 ま た は 彼ら に 対す る 衣服 の 
提供 、 あ る い は 奴隷 1 人 の 解放 で ある 。 そ し て (それ ら が ) 見 つか ら な い 場 合 は 、3 日 間 
の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を せよ 。 こ れ ら が あな た 方 が 故 っ た 際 の 、 あ な た 方 の ( 履 
行 し な か っ た ) 宣 響 に 対す る 財 罪 で や る 。 そ し て 宣 響 を (軽々 し く 用 いる こと を ) 控え よ 。 
この よう に アッ ラー は あな た 方 が 感謝 すべ く 、 あ な た 方 に その み し る し を ご 説明 され る の 
だ 。, (クルアーン 5 : 89) 


























⑯ 何 か を し な いこ と を 克 っ た に も 関わ ら ず 、 忘却 また は 強制 、 あ る い は そう すれ ば 区 っ た 
内 容 が 破棄 され る と いう こと に 関す る 無知 ゆえ に それ を 行っ て し まっ た 者 は 、 購 罪 を 科 
され ませ ん 。 そ し て 宮村 自 体 は 破棄 され ず に 継続 され ます 。 

































































@ 全て の 行い は その 意図 に よっ て 決定 付け られ ます 。 ゆえ に 何 か を 誓っ た 後に それ と は 相 
反 し た 行い を と っ た と し て も 、 考 慮 する の は 表面 的 な 言葉 で は な く 、 そ の 意図 な の で す 。 



























































@ 宮 痺 の 真実 : 

















宣 奪 は 、 そ れ を 要求 する 者 の 意図 を 考慮 し ます 。 ゆ え に 裁 判官 が 何ら か の 告発 な ど に 対 
し て 誰か に 宣 碑 を 要求 する 場合 、 そ の 宣 故 は 暫 う 者 自身 で は な く 彼 に 宣 装 を 求め た 者 の 意 
図 を 考慮 する こと に な り ま す 。 も し 誰 に 要求 され る こと も な し に 宣 守 し た 場合 は 、 宣 准 し 
た 者 自身 の 意図 が 考慮 され ます 。 







































































王 山 
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@ 合法 な も の を 非 合 法 と する よう な 故 願 に 関し て : 























食べ 物 や その 他 の 物事 な ど 、 妻 以外 の も の 15 で 自ら に 合法 な 物事 を 非 合 法 と する よう な 区 
願 を 立て て し まっ た 場合 、 そ れ を 破っ た ら 財 罪 が 科 さ れ ま す 。 






































14 訳者 注 : 例え ば 1 日 間 だ け の つも り で 「 食 べ 物 を 口 に し な い 」 と 区 願 し た 場合 、 例 え そ れ を 口外 し て 
は いな く と も 、 そ の 期間 の 限定 は 有効 と な り ま す 。 但 し これ は ハン バリ ー 学 派 と マー リク 学派 の 見 解 で す 。 
15 訳者 注 : 妻 と の 性 交渉 の 放棄 に 関す る 故 願 を 指し て いま す 。 詳 し く は 「 尋 交 」 の 章 の 「⑤ 性 交 放 棄 の 
奪い 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ まし た :・ 預言 者 (ムハンマド ) よ 、 な ぜ あ な た の 妻たち を 喜 
ば そう と し て アッ ラー が あな た に 合法 と され た も の を 禁じ る の か ? アッ ラー は お 落し 深く 、 
慈悲 深い お 方 で やら れる 。 実 に アッ ラー は 、 あ な た 方 に あな た 方 の 宣 故 の 解消 の 仕方 ( つ 
まり 財 罪 ) を 明らか に され た 。 ア ッ ラ ー こ そ は あな た 方 の 援助 者 で あり 、 か れ は 全て を ご 


存 知 に な りこ の 上 な い 英 知 を 備え られ た お 方 。, (クル アー ン 66 : 1 一 2) 








@ 人 罪深い 物事 に 関す る 奪 願 : 


例え ば 「 私 は 善行 を し な い 」 な ど と いう よう な 著 願 を 立て た 場合 、 そ れ を 継続 する こと 
許さ れ ま せん 。 こ の 場合 に は その 奪 願 に 対す る 央 罪 を 行い 、 善 行 を 行う よう に し ます 。 











多 





至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : - そし て あな た 方 は アッ ラー を あな た 方 の 莉 願 に 
お いて 、 あ な た 方 が 善行 を 施し 、 自 分 自身 を (アッ ラー の お 拓 り や 懲罰 の 原因 と な る よう 
な 言動 か ら ) 守り 、 人 々 の 間 を 良い 形 で 取り 持つ こと を 妨げ る よう な も の と し て は な ら な 
い 。 ア ッ ラ ー は 全て を お 聞き に な られ 、 全 て を ご 存 知 に な られ る お 方 。 , (クル アー ン 2 : 


224) 








